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特別支援教育分 野 におけ るイ ンス トラ クシ ョ ナル デザイ ンの適用可 能性の検討
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　イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナル デ ザ イ ン （ID）は ゴ ー
ル ベ ー

ス 、 完全習得学習 （Mastery

Learning）が基本で あ り、 す べ て の 評価は ゴ ール （教 育目標）が達成され たか ど うか

にかか っ て い る 。 本研究で は、 ID の 特別支援教育 へ の 適用可能性 に つ い て 、 高等学校

と大学にお ける例 を挙 げて 検討 した 。 高等学校 の 例で は、高等学校 の 教師に、特別支

援教育や支援体制の 整備を ID を用い て 促進 し得るか に つ い て 検討 した 。 大学の 例 に

お い て は、聴覚障害学生 に対 して 支援 を行 う学生 を育成する際 の 研修 を取 り上 げ、ID

の 適用 を検討した。 い ずれ に して も、特別支援教育に対する社会的要請が 高まる 中で 、

その 概念を効果的に 、 正 しく伝えて い くこ とが肝要で あ り、 完全習得学習を標榜す る

ID を用 い た人材育成 に は 、

一
定の 効果が期待で きる と考 えられ た 。

キ ー ・ワ
ー

ド ： イ ン ス トラク シ ョ ナル デザ イ ン （Instructional　Design）

　　　　　　　高等学校　大学

特別支援教育

1 ．は じめ に

　 イン ス トラクシ ョ ナル デザイ ン （Instructional

Design 、 以下 ID） は 、 教育 を短期間で 効率 よ く

効果的に行う手法で あ り、 第二 次大戦下の 米軍

に お ける 、 新兵教 育を ル ー
ツ と して い る 。 ID

で は、教育製品 （た とえば教育 コ ース 、教材、

教育実施等）を開発 ・実施す るため に 、 情報 を

分析 ・統合 しなが ら評価 して い く。 ID は 教育

に対す る工学的なア プロ ーチで あ り、 新 しい 学

際的な学 問分野 であ る （小 川 ， 2000）。

　ID は ゴ ール ベ ー
ス 、完全習得学習 （Mastery

Learning）が基本で あ り、すべ て の 評価は ゴ ー

ル （教育 目標）が 達成 され たか どうか にかか っ

て い る。 向後 （2012）は沼野
一

男 の 意図的教育

観 と成功 的教育観の 概念 を引 き、 意図的教育観

に立 て ば 、 教 える人が努力 して働 きかければ「教

’
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えた」こ とになる が、成功的教育観を取る の で

あれば 、 教えた い と い う意 図だ けで は不十分で

あ り、 実際に 学習者が ゴール を達成 して い ない

ので あれ ば 「教えた つ もり」で しか な く、 学習

者に学 びが起 こ らな けれ ば 「教 えた 」とい うこ

とは で きな い と した 上 で 、ID は成功 的教育観

を取 る こ と を指摘 した 。 また 向後 は ID に つ い

て 、 基礎 理論 （心理学 、 認知科学 、 学 習科 学）

は複数ある が 、 特定の理論があ らゆ る状況に適

合す る こ とは後に も先に もない として、1つ の

理論に依存 しない
、 積極 的折衷主 義を取 る と し

た。

　ID の 基本的 なモ デ ル は ADDIE プ ロ セ ス で あ

る （内 田，20U ）。　 ADDIE プ ロ セ ス は Analysis

（ニ ーズ 調 査 ・初 期 分 析 ）→ Design （設 計）

→ Development （開発）→ Implement （実装・実施）

→ Evaluation（評価）→ Analysisとい うように循

環 して い く。

一
般的に知 られて い る PDC （Plan，

Do
，
　 Check）サイク ル と等価 で あ り、　 PDC サ イ

ク ル を教育に特化 した もの と考えて よ い
。
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　今 日、 特別支援教 育へ の 注 目が集 まっ て お り、

特別支援学校の み ならず、．般 の 学校にお い て、

こ れ まで直接は関係 して こ なか っ た教職員や学

生 に対 し、正 し く概念 を伝え、支援体制の 整備

を進め て い く必要が生 じて い る 。 しか し、時間

的制約 や 資源 の 不足 か ら十分 な研 修が さ れ な

か っ た り、教育者 ・学習者の 思 い 込み に よ っ て

教 える べ き概念が変化 した りとい っ た問題があ

る 。 そ こ で我 々 は、ID の特徴で ある ニ ーズ に

裏打ちされ た明確な ゴ ール （教育目標）の 設定

と、そ こ に 至 る ま で の 合理 的なプ ロ セ ス が 、 特

別支援教育の 適切 な理解に 資する と考えた 。

　本稿 に お い て は 、 先 に述 べ た ADDIE プ ロ セ

ス にお ける最初の 段階で ある Analysisに焦点を

あて 、 高等学校 、 大学 における事 例 に ID を用

い る こ と で 、 その 適用可能性 を検討する 。

1．各教育機 関にお け る適用 可能性の検討

　 1．高等学校にお け る活用例

　通信制 も含め た 高等学校進 学率は約 98％で

あ り （文部科学省，2014）、 中学校 まで は特 別

支援学校に 在籍 し て い た生徒 も高等学校へ 進学

して い る こ とが推測 される 、 多 くが受験を経て

入学する こ とや、取得単位の 不足や そ の 他の 事

情 に よ っ て 退学 とな り卒業で きない 生 徒 も存在

する と い う点で 、 中学校 まで の 義務教育 とは大

きな違 い がある 。 また、関連法規が異 なる こ と

も原 因 とな り、小 中学校 に比 べ 特別支援教育 の

支援体制 の 整備に遅 れ が 認め られ る。ID を用

い る こ とで課題の すべ て を解決す る ことは難 し

い が 、ID の 高等学校に お け る遅 れ を補 うた め

の合理 的な方法の 提供に寄与する可能性 に つ い

て検討する 。

　 （1）高等学校 における特別支援教育の実際

　2004年 4 月 1 日の 学 校教 育法等の
一一

部改正

する法律 （以下 、 改正学校教育法）が施行 され

た こ とに よ り、特別支援教育が本格 的に実施 さ

れ る こ ととな っ た 。 特別支援教育は 、 全国の 幼

稚 園、小学校、中学校の み な らず、高等学校 も

その 対象とな っ て い る。しか しなが ら、改正学

校教育法 におい て は 、 高等学校にお ける特別支

援学級に 関する特別な教育課程を編成で きる規

定が な い
。 さ ら に 、 高等学校標 準法 （昭和 36

年 ll月 6 日法律第 188号） にお い て も 、 高等学

校 に 特別支援学級 の 教 員 を配置する 規定が な

い 、と い っ た 関連法令整備上 の 課題が ある 。 そ

の た め、高等学校にお い て は小中学校が 開設 し

て い る よ うな特別支援学級 を開設す る こ とは現

実的 に 非常 に 困難 な状 況 に あ り、2011年度に

わ が 国にお い て実際 に特別支援学級 を設置 した

高等学校 は存在 して い ない
。 そ して 、 高等学校

に おける特別支援教育の 支援体制整備は 、幼稚

園や小中学校 に比 べ て 遅れて い る 。 支援体 制 の

整備 には い くつ か の項 目が あ り、なか で も特別

な支援を必要 とす る生徒の 存在や状態 を把握す

るための 「実態把握」 とい う項 目は、 特別支援

教育 の 開始当初か ら比較的整備され る学校の 割

合 が 高か っ た項 目で あ る。 しか し、2013年 の

集計にお け る 「実態把握」の 実施率を比較する

と、幼稚 園や 小 中学校 で は 既 に 90％以 上 で あ

る の に対 し て 、 公立 高等学校 におい て は未 だ に

78．5％で ある （文部科学省 ， 2014）。 過去の支援

体制の 整備に つ い て の 進捗状況を概観する と、

「実態把握」な どが整備され、そ の 後、「個別の

指導計画」や 「個別の 教育支援計画」が整備 さ

れ る傾 向が み て とれ る 。 言 うまで もな く、 障害

をもつ
、 もしくは傾向をもつ 生徒 へ の 適切 な支

援が実施 される には、「個別の 指導計画の 作成」

や 「個別 の 教育支援計画 の 作成」 の 実施が不可

欠で ある。

　そ こで、ニ
ーズ分析の

一
環として、都道府県

（岩手 ・宮城 ・福島県 を除 く）にお ける支援体

制整備状況 を概観する ため に 、 支援体制の 各項

目に つ い て 相関分析 を行 っ た （Table　l）。 その

結果、「個 別の 指導計画の 作成」や 「個別 の 教

育支援計画の作成」に は、巡 回相談や専 門家 に

よる外 部か らの 介入に よる もの で は な く、一般

教員や管理職対象の 研修が有効で ある こ とが 示

唆され た 。

　
一

般教員や 管理職 を対象 に した研修の 重要性

が高 い こ とが示 された が 、 教科教育や 生徒指導

な どの業務 で 約 10時 間 、 お よ び 、 残業 と持 ち

一126 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoclat 二lon 　of 　Dlsablllty 　Sclences ，　Japan

特別支援教育分野 に おける イ ン ス トラ ク シ ョ ナ ル デ ザ イ ン の 適用 可 能性 の 検討

Table　1　特別支援教育に おける支援体制の各項 目の 関連 （平成 25年度）
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帰 りを合 わせ る と約 2 時間 と い っ た多忙な高等

学校教員の 現状 （文部科学省 ，
2007）を考慮す

る と、効率的か つ 効果的 な研修教材お よび カ リ

キ ュ ラム の 開発が 必要不可欠で ある。こ の 点に

つ い て は、IDを用 い る こ と の メ リ ッ トが 十分

に考 えられ る 。

　（2）高等学校に おける効率的な教職 員研修

　特別支援教育の 推進 を目的 とした教 職員 を対

象と した研 修、講演会、心理教 育プ ロ グラ ム な

ど （以 下、研 修な ど）は 、 国内外を問わず行 わ

れ て い る 。 しか しなが ら、これ らの 研修などに

おける ゴ ール （教育 目標）は 、 「発達障害につ い

て の 理 解を深 め る」や 「発達障害をもつ 生徒 へ

の 適切な支援 方法につ い て理解 を深める」 など

の よ うに、明確で ある とは言 い 難い こ とが多 い 。

こ の 場合の 「理 解 を深め る」 とい うこ とに は、

発達障害に つ い て の 「知識度 （知識 の程度）を

高め る」や 「知識 を活用 し支援を遂行で きるよ

うに なる」と い うこ とが含まれ て い る で あろ う。

実際に 「発達障害に つ い て の 理解 を深 め る」 こ

とを目標 と した研 修な どで は 、 発達障害の 障害

特性につ い て や、支援方法に つ い て の 教材や カ

リキ ュ ラ ム が 構成 され る 。

　教職員が もつ 発 達障害の 障害特性お よび支援

方法 につ い て の 知識度 に関 して 、 教 師の ス トレ

ス （Probst　and 　Leppert，2008）や教師効力感 （Jones

and 　Chronis−Tuscano ，2008） との 関連が示 され て

い る。こ れ らの 研究結果か らは、教 職員の 発達

障害に 関する障害特性や支援方法に つ い て の 知

識度 を高めるこ とに よ っ て 、 発達障害を もつ 生

徒に有益で ある こ とだけで な く、 彼 らに 関わる

教職員にお い て も有益で ある こ とが示 されて い

る 。 しか し、
こ れ らの 研究にお い て も評価方法

に 課題が残 され て い る。これ ら の研究で は教師

を対象に研修に よる介入を行い 、教師の 知識を

高め 、 その 効果 につ い て 示 して い るが 、 教 師の

知識度を測定す る尺度 は標準化 された もの で は

なか っ た 。 そ の た め、こ れ らの介入で操作 され

た教 師の 知識度が もた らす効果、お よび介入で

用 い られた教材や カ リキュ ラム の 効果 を、

一
般

化す る こ とは難 しい 。

　Sakai，　Kanazawa，　Shitara，　and 　Sakano（2011）は 、

標準化され た尺度 （Literacy　Scale　of　Characteristics

ofAutistic 　Spectrum　Disorder：LS −ASD ；酒井ら ，

2014）を用 い て 高等学校の 教職員にお ける 自閉

性ス ペ ク トラ ム 障害 （Autistic　Spectrum　Disorder ：

ASD ）の 知識度 、 および応用行動分析 （Applied

Behavior　Analysis：ABA ）の知識度に つ い て測定

を行い 、こ れ らの 知識度と他の 変数 と の 関連 を

明 らか に した。この 研究で は、ASD の 知識度と

教師効力感に有意 な正 の 相 関 （p＝．38，p ＜ ．01）、

ABA の 知識度 と心理的ス トレ ス 反応に有意 な負
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の 相関 （ρ
＝一．28

，
　p く．05）が認め られ、Probst　and

LepPert（2008）や Jones　and 　Chronis−Tuscano（2008）

の研究結果を支持す る もの であ っ た 。

　こ の 研究結果は 、知識度が もた らす介入 効果

を明 らか にする に至 っ て は い ない が 、研修など

における ゴ ール （教育 目標）お よび評価方法を

明確 に し、研修 な ど を行 うと い う点 で ID は 適

用で きる可能性が あろ う。

　 2．大学に おける活用例

　大学教員は、各自の研究 と教育 を両立す る必

要が ある 。 学 問領域 に も依るが、教育に割か れ

る時間や 、そ の 質の担保 とい う観点にお い て は、

ID の 介入余地 が ある 。 また ID は、教員 の み な

らず職員に お い て も、 学生 支援 ・研究支援 の 合

理 的運営や、Staff　Development 等に有用で あろ

う。 本節で はそ の
一

例 と して 、大学にお い て障

害をもっ た学生、特別な教育ニ ーズ の ある学生

の 支援業務に従事す る教職員 （以 下、担当教職

員） に 焦点 をあて、IDの 適用可能性 を検討 し

た い 。

　（1）支援担当教職 員の実際

　近年 、 大学 に在籍す る障害学生 は増加 して お

り、 通学制に お い て は全体の O．39％ を占め る （日

本学生 支援 機構 ，2014）。 その た め 、 障害学生

の 修学を支援す る部署 の 設立や 、 担当教職員 の

配置が相次 い で い る 。 支援の 方法 は障害種 に応

じて さ まざま で あ り、車椅子等 の 移動支援、要

約筆記 ・手話通訳等の情報支援、心理士 に よる

カ ウ ン セ リン グ等が これに あた る。

　小規模校 に お い て は 、 担当教職員が直接、障

害学生 を支援す る こ ともあるが 、 多 くの 現場 で

は 、 障害学生 と同窓にある学生 が支援の担 い 手

となる こ とが多 い
1）

。 従っ て 、担当教職員にあっ

て は 、 支援学生 を リ ク ル ー トして 育成 し、講義

へ 派遣す る コ ー
デ ィ ネー トや 、 労務管理 を行 わ

ね ばな らない 。 しか し、 担当教職員は業務上 の

課題 と して 、有期雇用の 影響に よる ノ ウ ハ ウ の

未定着 、 支援学生の 確保 と養成、 人手不足か ら

来 る 業務負 担 の 重 さ 等 を 挙 げ て い る （星 ，

2012）。従 っ て 、制 約 の ある業務 環境下 に お い

て 、 効 率的 ・効果的な支援学生の 育成 を考 える

と き、ID を導入 する 余地が ある の で は な い だ

ろ うか 。

　 〔2）効率的な支援学生育成 の検討

　先 に述 べ た よ うに 、担当教職員は決 し て 十分

で は ない 労働環境下で、支援学生 を養成す る必

要が あるが 、支援学生 の側 か らは、支援者研修

の 不足 を指摘す る声が 挙が っ て い る （杉中 ・原

島 ・堅 田 ， 2014）。 以上 を鳥瞰す る と、 担 当教

職員は上 記研修の 不足 を認識 しなが らも、手が

回 っ て い ない 可能性が窺わ れ る 。 他の 業務を兼

ね る担 当教職員で あれ ば 、 なお さ らで ある か も

知れ な い 。こ う した状況の 緩和 に寄与 し、よ り

質の 高い 研修や 育成 を検討すべ く、 ID の 視点

か ら支援者育成を分析 した 。

　  要約筆記の タス ク分析

　まず、教育工 学者で ある Gagne （1977） の 学

習成果 （Learning　Outcomes ）5分類に 従 い 、聴

覚障害学生を支援する学生 に求 め られ る ス キル

の
一
例 と して、パ ソ コ ン を用 い た要約筆記に 関

す る 行動 を整理 した もの を Table　2 に示 した 。

こ れ を見る と 、

一
口 に 支援者の 育成 と い っ て も、

実際に求め られ る技能は多岐に わ た っ て い る 。

一
般的な障害学生支援の 研修は、教場 にお い て

担当教職員が講師 とな り、上述 した ス キ ル をひ

と まとめ に 覚 えて い く。 しか し 、 必要最低限の

研修 となる と、 座学 （言語情報 ・知的技能） と

実技 （運動技能）の セ ッ ト、 ある い は、い ずれ

かひ とつ に留 まる学校 も多い こ とで あろ う。そ

の ため 、学習者で ある支援学生 は研修か らの 移

行が うま くい かずに 、 現場 にお い て躓 き、 継続

的研修 の 要請 （杉中 ら ， 2014）が顕 れ る とも言

える 。 躓 い て も意欲 を損 なわ なけれ ば よ い が 、

適性不安を感 じ続 ける こ とや、自信を失 うこ と

は、該当学生 の そ の 後 の 学生生 活や担当教職員

の 気持ちを考えて も、 避 けた い 事態 で ある と言

える 。

　例 えば 、
パ ソ コ ン を用 い た要約筆記 （

一名 に

よ る 入力）を取 り上げて 、タス ク分析 をするの

で あれ ば 、   講義 を き く→   き こ えた言葉 を 自

身の知識 と擦 り合 わせ る →   教員の 進行 ・話速

と自分の 打鍵速度、内容の 重要性 を比較検討 し、
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Table　2　 Gagneの学習成 果 5分類 と支援 ス キ ル との 対応

学習成果 （Leamin 　 Outcomes＞

知的技能 （血 tellectual　ski1D

ル
ー

ル を理解 し活用す る

認知的方略 （Cognitive　strategy ）

学 び方を 工夫する

言語情報 （Verbal　lnfermatien）

物事 ・名称を記憶する

運動技能 （Motor　Skill）

体を動か して 身に つ け る

態度 （Attitude） ：

気持 ち を 方向づ ける

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 援 ス キ ル の 例

要約筆記用 の ソ フ トウ ェ ア の 仕様 を理 解 し、筆記 の 可 読性や 判

読性 を高め る工 夫 （改行、句読点 の つ け方、か ぎ括弧、文字 の

大 き さ等）が で きる。

要約筆記の ピ ア チ ェ ッ ク等を とお して 、 学習方法 を工 夫す る 。

（認知的方略 は 学習時 の メ タ認知能力を示 す）

さ ま ざまな支援形態の 呼称、支援 に 関 連 した専 門 用語 （筆記時

に使用す る略語等）を覚える こ とが で きる 。

負担 の か か らな い 姿勢で、安定 した速度で パ ソ コ ン を用 い た 要

約筆記の 打鍵 が で きる 。

学生 で は なく、ひ と りの 支援者と して、公 私を分別 して 支援 に

臨む こ とが で きる 。

学習成 果 の 邦訳 は寺嶋 （201ユ）

省略 の 割合 を決め る →   パ ソ コ ン に 講義の 内容

を打鍵する、以 上の 動作がで きれ ば、支援は実

施で きるこ とになる 。 しか し、 実際の 現場 にお

い て は、上述の フ ロ
ー

に影響 を与 えるよ うな、

不 測の 事態が 起 こ る 。 例 えば 、 自分の 知識の 範

囲を超えた専門用語が使用 され る、教員の 滑舌

や教室周辺の 騒音に苦慮する とい っ たこ とがそ

れ に あた る 。 支援対象の 聴覚障害学生 か らの 急

な要請や 、 教員が突然 、 支援学生 に対 して 回答

を求める とい うこ ともある 。 本来 、 支援 を熟知

した担当教職員の 対面に おける リ ソ ース は 、 こ

の よ うな現実的局面 へ の 対処方法等、よ り実情

に即 した研修 に割か れ るべ き と考える。

　  反転授業の 活用 によ る実情に即 した研修

　 よ り実情 に 即 した研修 を設計する ため に、反

転授業 （Flipped　Classroom）の 概念 を援用 した

い 。 反転授業 とは 、 授業 と宿題の 役割 を 「反転」

させ 、授業時間外にデジ タ ル 教材等に よ り知識

習得を済ませ 、教室で は知識確認や 問題解決学

習 を行う授業形態の こ とを指す （重田 ， 2014）。

障害学生支援は 、 技術や ル ール等 に代表され る、

答 えに 正誤の ある 側面 と 、 人間同士 の コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン とい う相互作用が もた らす、答 えの

な い 側 面を併せ 有 して い る 。 こ の うち、正誤の

ある基礎知識に つ い て は、必ず しも担当教職員

等、人の 手に よ っ て教 わ らな くて も済む もの で

ある （ただ し、対面で の 再認は有効で あろ う）。

例えば e ラ
ー

ニ ン グ の 視聴や、教則本の提供に

よ っ て 、 支援学生 候補者がル ール やマ ナーの 事

前学習 を行 う。 その なかに宿 題を含 め て対 面の

研修 時に持 ち寄 り、 事例等 と結び つ ける 形で 担

当教職員や 先輩学生
2）
が 「コ ツ」を示す こ とで 、

限 られた 時間も有効に活用で きるで あろ う。

　  　研修参加者の意欲の維持

　他 方 で 、 支援 学生 候 補者 の 気持 ちを、育成

段 階 で 削 ぐよ うなこ とは 避けた い
。 その た め

に は事前 教材 や教場 の 講義 に工 夫が 必要で あ

り、そ の よ うな際は Keller （2010）の ARCS モ

デ ル を援用 して 設計を行い た い 。 ARCS モ デ ル

は注 意 （Attention）・関連性 （Relevance）・自

信 （Confidence）・満足 （Satisfaction）か ら構成

され て お り、学習意欲 の 喚起、動機 付 け に い

ずれ欠かせ ない もの で ある と い う。 例 えば注意

（Attention）は 、 覚醒理論 ・好奇心 ・退屈
・刺

激追求 と い っ た 関連概 念を統合 した もの で あ

り、 例 えば 、 本題 と凡 そ無関係 に見 える映像や

話題等 の 提示か ら入 り、 次第に 本題 と結び つ け

て い くとい っ た技術がある 。

　こ こ まで 、タス ク分析 や実情に即 した研修の

設計、研修参加者の意欲維持に触れ た 。 この よ
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うに 、 障害 学生 支援 に係 る研修を ID の 視点か

ら分析 ・再設計するこ と で 、支援 の 基礎的知識

を効率的に習得 し、 基礎 に時間 を割い て い た対

面 の 講義で は 、

一
歩踏み 込 ん だ ケ

ー
ス ス タ デ ィ

を施行 で きる可能性がある と考 えられ る。

皿．お わ りに

　 ID の 特別支援教育へ の 適用可能性 に つ い て、

高等学校と大学にお ける例 を挙 げて検討 した 。

高等学校の 例で は、地域の 学校 の 教師に 、 特別

支援教育や 支援体制 の 整備 をID を用 い て 促進

し得るか に つ い て 検討 した 。 大学 の 例 にお い て

は 、 聴覚障害学生 に対 して 支援 を行 う学生 を育

成する 際の 研 修を取 り上 げ、ID の 適用 を検討

した 。 その 結果 、 双方の 事例 より、 特別支援教

育 の 分 野に お い て も、ID を活用 で きる 可 能性

が 示 唆 さ れ た 。 本 稿 は 先 に 触 れ た よ う に、

ADDIE プ ロ セ ス の Analysisの 段階で あ り、今後

は具体的な設計 ・評価へ と移行した い
。

註

1 ＞学生 の 手 に よ る 支援 は、わ が 国 の 障害学生支

　　援に法的根拠が ない （古山 ，
2012）状況 にあ っ

　　て 、志 ある学生 の熱意 と、雇用に 係る経済性

　　が定着をもた らした と言 える 。

2）
一
部の 成 熟し た教育機関を除い て 、担当教職

　 　員 自身が 支援 に 関す る 知識 を持 たない こ とや 、

　　助言者 となる 学生 が 存在 し ない こ ともある 。

　　従 っ て 、支援 の 知 識 を学ぶ 教材 そ の もの を ID

　　に よ っ て 設計する とい う視点も必 要で ある 。
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Applicability of  Instructional Design in Special Needs  Education  Field

[fakanobu  SAKAI*  and  [[bkuo  SUGINAKA"

  Instructional Design (ID) is a  systematic  process fbr educating  effectively  and  efficiently  in a  short

terrn. Goal-based Mastery Learning of ID is basic, and  all the evaluations  depend on  whether  the goal

(educational target) was  achieved.  In the present study, the example  of  the applicability to the special

needs  education  of  ID  at  the high school  and  the university  was  viewed.  In the example  of  the high

school,  whether  the  special  needs  education  and  the  maintenance  of  thc  system  of  support  were  able  to

be promoted  by using  the eoncept  of  ID  was  examined,  On the other  hand, in the university, it was

examined  whether  ID contributed  to the ecacient  improvement of  training fbr those  who  supported

hearing impaired students,  Either way,  it is thought that it is important to deliver the  concept  of  the

special  needs  education  effectively  and  correctly  when  the societal  demand  for the special  needs

education  rises,  the concept  ofID  that adopt  the mastery  learning as its slogan  becomes familiar with

promotion ofthe  special  needs  education.

Key words:  instmctional desrgri, special  needs  education,  high-school, university
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